
リハビリテーション総合実施計画書　記入前整理シート
新様式21の欄を、客観的評価から目標・方針・参加・活動・具体策へつなげて整理します。

基本情報

患者ID／氏名 作成日 記入者

使用様式 病棟・場所 計画の区分

記入の流れ

1　客観的評価
条件＋数値＋変化

2　1か月以内
条件＋主指標

3　退院時・終了時
生活場面＋介助量

4　方針・治療内容
職種＋手段＋条件

5　参加・活動・具体策
希望＋役割分担

A　客観的評価

心身機能・構造
関連項目のみ。条件、数値、変化を記載

基本動作・ADL
補助具・介助量・環境。FIMまたはBIを確認

B　目標

目標（今後1か月以内）
期限＋条件＋追跡する主指標

目標（退院時または終了時）
生活場面＋到達状態＋介助量

C　治療方針・治療内容

治療方針（実施方針）
優先課題と進め方を簡潔に記載

治療内容（PT・OT・ST）
担当＋頻度＋手段＋条件

D　参加・活動と具体的アプローチ

患者・家族の希望／参加・活動目標
本人が望む生活場面と役割を確認

目標に向けた具体的アプローチ
誰が・いつ・何を・どの条件で行うか

生活条件・連携
介護者、家屋、福祉用具、制度・サービス

指導・病棟訓練・退院後の留意
セルフ練習、統一手順、再評価の節目

提出前チェック
□ 評価に条件・数値・変化がある □ 方針と治療内容を書き分けた

□ 1か月以内と退院時の目標を分けた □ 参加・活動目標と具体策がつながる

□ 新様式ではFIMまたはBIを確認した □ 説明日・説明者・保存先を確認した

説明日 説明者（職種） 再評価日／節目

本シートは記入前の整理・確認用です。公式様式の代替ではありません。最新の厚生労働省様式・通知と院内運用を確認してください。
参照：厚生労働省『令和8年度診療報酬改定に関する様式（医科）』別紙様式21／実施上の留意事項（2026年9月9日確認）
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